
カシオペアネットワーク通信

　昨年度の包括支援部会での意見交換を踏まえて、

今年度から二戸市では、関係機関との業務連携の促進

を図るため、行政職員や地域包括支援センター職員、

介護施設職員などのメンバーが参加する「二戸市包

括」のスペースをカシオペアＮＥＴ内に設けました。

　スペースとは、参加メンバーのみで情報を共有でき

る機能で、カシオペアＮＥＴを利用してメンバー間で

情報を交換したり、連絡を取り合うことができます。

　二戸市では、このスペースを活用しながら、関係機

関の及び当ＮＰＯ法人との打ち合わせや説明会を実施

し、介護認定審査に関わる関係機関との円滑な連携を

目指したアプリの作成を進めています。

カシオペアＮＥＴを活用した二戸市の取り組み

　１２月１９日、二戸医師会及び当ＮＰＯ法人主催による

「第４回カシオペアＮＥＴフォーラム」を開催しました。

　今回は、札幌市の医療法人財団老蘇会 静明館診療所の

大友 宣（おおとも せん）先生を講師にお迎えし、「多職

種連携はもう古い ～新しいステージへ～」と題して、ご

講演いただきました。

　講演では、在宅医療に携わる大友先生の豊富なご経験

をもとに、在宅医療や看取り、多職種との連携について

幅広い観点からお話しいただきました。

　講演後には多くの質問が寄せられ、活発な意見交換が

行われるなど、とても有意義な時間となりました。

～ カシオペア地域の医療・介護・福祉関係者の情報共有と住民が安心して医療・介護を受けられる地域を目指して ～
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包括支援部会・カシオペアNET検討委員会の開催

　今年度２回開催した包括支援部会及び当ＮＰＯ法人

の理事も参加したカシオペアＮＥＴ検討委員会では、

アプリのデモ説明や意見交換を行いました。

　これから実際の運用を通じて、関係者が意見を出し

合いながら改善を重ね、「使いながら育てる」ことを

意識して活用していくことなど、今後の方向性をまと

めました。

　また、カシオペアＮＥＴのシステム構築を担当している

株式会社ジェネシスより、活動報告として現在の構築状況

について説明を行いました。今後は、地域や職種に応じた

説明会を順次開催し、皆さまからいただいたご意見を反映

させながら、カシオペアＮＥＴをより使いやすいシステム

となるよう改善を進めていくことを報告しました。

　フォーラムの様子や参加者アンケートの結果は、ホーム

ページにも掲載しておりますので、ぜひご覧ください。
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会員募集 の ご 案 内

　当ＮＰＯ法人の趣旨に賛同し、活動を支援してくださる正会員及び賛助会員を募集しております。

　入会手続き等の詳細については、ホームページをご覧ください。

　　＜現在の会員数＞ 正会員：６８事業所　賛助会員：１名（令和８年１月１６日現在）

▼ 入会申込書

ＡＣＰ(アドバンス・ケア・プランニング)の取り組み

カシオペアネットワーク通信　第７号

https://casiopea-net.or.jp/

ホームページは
こちらから　▶

【参考】日本医師会：人生の最終段階における医療・ケアに関するガイドライン
　　　　　　　　　　終末期医療  アドバンス・ケア・プランニング（ACP）から考える
　　　　厚生労働省：人生会議(ACP:アドバンス・ケア・プランニング)してみませんか？

ＡＣＰ(Advance Care Planning)とは？

　厚生労働省では、ＡＣＰをより分かりやすく、馴染

みやすい言葉で表現し、誰もが気軽に話し合えるきっ

かけとなることを目指して、2018年に「人生会議」と

愛称をつけました。この「人生会議」という愛称に

は、「家族会議や食卓の場など、身近な場面でも話し

合えるくらい浸透して欲しい」「ＡＣＰを縁起でもな

いことと避けるのではなく、元気なうちからもしもの

ときのことについて考えることが根付き、自分の望む

最期が迎えられるようになって欲しい」という願いが

込められています。

　将来、医療や介護が必要になったときや自分の意思

を伝えることができなくなったときに備えて、これか

ら受ける医療やケアについて、本人を中心に、家族や

医療・ケアチームが事前に繰り返し話し合いを行い、

意思決定を支援する取り組みのことです。

　ＡＣＰは、前向きにこれからの生き方を考える仕組

みです。状況や時間の経過に伴って、考えが変化する

可能性もありますので、繰り返し話し合い、本人の想

いや希望を共有することが重要です。

　また、地域で支えていくという視点から、かかりつけ医

をはじめとする多職種が連携し、本人の意思に寄り添った

支援を行うことが大切です。

　岩手県と一般社団法人岩手県医師会では、ＡＣＰの

取り組みの一環として、“わたしの「生きる」ノート”

を作成しています。このノートには、自分が大切に

したいことや医療・ケアについての希望などを書き

込むことができます。

　また、医療・介護従事者用のサポートブックには、

各項目を話し合う時の留意点や説明の仕方などの

ポイントが記載されています。

　“わたしの「生きる」ノート”とサポートブックは、

岩手県医師会のホームページのほか、当ＮＰＯ法人

のホームページにも掲載しておりますので、ダウン

ロードしてご活用ください。

▼ わたしの「生きる」ノート ▼ わたしの「生きる」ノート
サポートブック

“わたしの「生きる」ノート” ～ 幸せに歳を重ね、人生の最後まで自分らしく豊かな人生を過ごすために ～

＊当NPO法人では冊子の配布もしておりますので、地域や関係機関での研修会、
　講演会などで活用をご希望の場合は、事務局までご連絡ください。

mailto:himehotaru.npo@gmail.com

